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「阪神・淡路大震災復興誌J

の発刊に当たって

6. 400名を超える尊い命を奪 L、、阪神・;え路

地域に永管有の被害をもたらし fニ阪神・淡路大震災

の発生から、 5年の成月が経過ぃ fこしました。

この問、地元地方公共団体や住民の方々を始めと

する関係各位が、多〈の犠牲と被害を乗り越え、懸

命の御努力を続けてこられたことにより、被災地の

復旧・復興は着実に進展してまいりました。最大時

には灼 48.000世帯の方々が生活されていた応

急仮設住宅も、本年 1月に全戸解消の運びとなりま

した。

こうし土関係者の方々の御努力に敬意を表すると

ともに、ボランティア活動を始め禄々な形で持r尽力、

御丈抜いただいた皆禄に対しまして、この場をお借

りして改めて感謝申し上げ.ます。

政府といたしましても、震災後直ちに全閣僚で構成する阪神・淡路復興対策本部を設置す

るとともに、 16本の主法措置を合む様々な施策を講じ、総額 5兆円を超える国費を投入す

るなど、地元の皆禄方の復旧・復興に向けた取組を最大限丈抜してまいりました。

阪神・淡路復興対策本部は、 5年の設置期限を迎え、解散いたしますが、関係省庁間の

円滑な連携を図るため「阪神・淡路大震災復興関係省庁連絡会議j を設置するなど、政府

として引き続きこの地成の史なる復興に向けて取り組むことには何ら変わりありません。

私は、先の施政方針演説において、目前に追った 21世紀に向けて、国民の皆禄4f安心し

て暮らせる社会を実況し、明日を担うキムfこちの子供や孫、f二ちに引き継いでいくことができる

よう、「安心への挑戦Jに取り組む決意を明らかにいたしました。

そのーっとして、災害時の危機管理体制の強化を始めとする総合的な防災対策につきまし

ても、震災の多くの犠牲の上に待られた教会11をしっかりと私たちの心に留め、今後とも積極

的に推進してまいる所存であります。

こうしえ防災対策の充実を図る上でも、阪神・淡路復興対策本部の解散を械に、これまで

に固として講じてきえ復旧・復興対策の詳.紬な記録を取りまとめて後世に伝えていくこと

は、試に意長深いものであると考えます。この「阪神・淡路大震災復興誌j が、これからの

震災対策の充実に各方面で役立てられ、災害に強い国土づくりの一助となることを期待 L、た

します。

最後に、改めて阪神・淡路大震災の犠牲となられた方々の御冥福をお祈りするとともに、

御遺族の方々の添い悲しみをかみしめつつ、阪神・淡路地成が 21世紀のモデルとなるよう

な安全でイ主みよい魅力ある街へと再生していくことを心より願ってやみません。

平成 12年2月23日

内問総理大臣

阪 神 州 文興対策本部長 刻、例恵三







建物の倒壊
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炎上する神戸市内

マンションの倒壊

建物の倒壊
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避難所

警察官による巡回 ボランティアによる炊き出し



ガスの復旧作業

電気の復旧作業

水道の復旧作業



線路を歩いて目的地に向う人々

鉄道不通区間を運行する代替パス



自衛隊による被災家屋の撤去

処分地へのガレキの搬送で渋滞する道路

CO755955
長方形



「ふれあいセンター」を設置し住民交流を支援

「ファイトJの文字が被災者を勇気づけた



災害復興公営住宅

全国初の「コレクティブ・ハウジング」

災害復興公営住宅内の[コミュニティプラザ」ゃ「だんだん畑Jでの住民交流
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「フェニックスプラザjにおいて恒久住宅等の

情報を提供

「生活復興相談員jによる

個別巡回訪問

「健康アドバイザーJに
よる健康・食生活アド

バイス



Jm 
商庖街の早期営業再開のための共同仮設店舗
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地場産業の早期操業再開を支援する仮設工場

全国初の大規模公営賃貸工場「復興支援工場J



神戸港ガントリークレーン

阪神・淡路復興委員会の提言により早期復旧を実現した「仮設桟橋J



阪神高速道路

淀川河川堤防



国道43号線岩屋高架橋

阪急電鉄伊丹駅

神戸市立西市民病院



国指定重要文化財「旧居留地15番館J

酒蔵

三宮センター街



神戸交通センタービル

神戸国際会館



市街地の復興(神戸市長田区鷹取東第一地区)



「上海長江交易促進プ口ジ工ク卜Jの
江海専用船「フオーチュンリバー号J
が就航

平成10年4月のオープン以来約400万人が入館



兵庫留学生会館

災害復興公営住宅と国際健康開発センタービル

鎮魂の意昧が込められた「神戸ルミナリエJには年間約500万人が来訪 。ValerioFesti / I&F Inc. 



自衛艦による仮設住宅のトルコへの搬送
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阪神・淡路大震災の教訓を活かすため台湾大地震の

被災地に派遣された兵庫県の専門家チーム



追悼の辞を述べる小測内閣総理大臣

第 11回阪神・淡路復興対策本部

ー必]

阪神・淡路大震災 5周年犠牲者追悼式

¥ 

平成 12年2月23日

阪神・淡路復興対策本部 解散
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